
様式１ 

《目標設定時公表項目》 横浜市野島青少年研修センター 

目標設定 

の視点 
運営目標 管理指標・数値 

利用者 

サービス 

 利用者の安全と活動目的に配慮した

サポートができるよう、支援体制や施

設・設備の充実を図ります。 

研修センターでの活動や体験活動に

役立つ情報を、動画等を活用し、ＳＮ

Ｓで発信します。 

① 利用者の安全性、利便性を高めるため、オンライ

ンを含めた事前相談やコーディネートの実施。 

② ＨＰでの施設利用や体験活動等に必要な情報の発

信の拡充（野島や体験プログラムに関する動画等）                      

業務運営 

新型コロナで大幅に減少した体験プ

ログラムや教室事業の回復に努めると

共に、青少年の成長や連続した学びに

つなげるため多様な体験活動を提供し

ます。また、事業や体験プログラムを

通じて、青少年ボランティアや市民ボ

ランティア、市民活動団体を積極的に

受け入れることで地域人材の育成に努

めます。 

① 施設利用者数：18,580人 

（2022年度実績：約 17,311人） 

② 体験プログラム参加者数：21,850人以上 

（2022年度実績：約 10,250人） 

③ 体験キャンプ・教室参加者数：200人以上 

（2022年度実績：約 150人） 

④ 事業および体験プログラムに参加したボランティ

アや市民活動団体の人数：延べ 80人以上 

（2022年度実績：延べ約 140人） 

 

職員育成 

 安全な施設管理、質の高い体験活動

を目指し、各種研修の機会を設け、職

員のスキルアップを図ります。 

① 防災・避難誘導訓練実施：2回以上 

② 救急法(AED等)の研修：1回以上 

③ 専門研修（オンライン含）へ各職員 2回以上参加 

財務 

 新型コロナで大幅減少した体験プロ

グラムの回復努力による事業収入増。 

 事業における協賛団体の獲得 

① 事業収入 423万円 

（2022年度実績：270万円） 

② 団体や企業からの協賛件数：2企業以上 

（2022年度実績：１件） 

 

《実績評価時公表項目》 

目標設定

の視点 運営目標 管理指標・数値 実績値 

目標

との 

差異 

今後の取組 

（改善計画） 

利用者 

サービス 

 利用者の安全と活動目的に配慮

したサポートができるよう、支援体

制や施設・設備の充実を図ります。 

研修センターでの活動や体験活動

に役立つ情報を、動画等を活用し、

ＳＮＳで発信します。 

① 利用者の安全性、利便性を高めるた

め、オンラインを含めた事前相談や

コーディネートの実施。 

② ＨＰでの施設利用や体験活動等に

必要な情報の発信の拡充（野島や体

験プログラムに関する動画等）     

 

   

業務運営 

新型コロナで大幅に減少した体

験プログラムや教室事業の回復に

努めると共に、青少年の成長や連続

した学びにつなげるため多様な体

験活動を提供します。また、事業や

体験プログラムを通じて、青少年ボ

ランティアや市民ボランティア、市

民活動団体を積極的に受け入れる

ことで地域人材の育成に努めます。 

① 施設利用者数：18,580人 

（2022 年度実績：約 17,311人） 

② 体験プログラム参加者数：21,850

人以上 

（2022 年度実績：約 10,250人） 

③ 体験キャンプ・教室参加者数：200

人以上（2022年度実績：約 150 人） 

④ 事業および体験プログラムに参加

したボランティアや市民活動団体

の人数：延べ 80 人以上（2022年度

実績：延べ約 140人） 

 

   

職員育成 

 安全な施設管理、質の高い体験

活動を目指し、各種研修の機会を設

け職員のスキルアップを図ります。 

① 防災・避難誘導訓練実施：2 回以上 

② 救急法(AED等)の研修：1 回以上 

③ 専門研修（オンライン含）へ各職員 

2 回以上参加 

   



財務 

 新型コロナで大幅に減少した体

験プログラムの回復努力による事

業収入増 

事業における協賛団体の獲得 

① 事業収入 423万円 

（2022 年度実績：270 万円） 

② 団体や企業からの協賛件数：2企業

以上（2022年度実績：１件） 

   

 



2023 年度 野島青少年研修センター 事業計画一覧表 

体系  事業名 内 容 
実施時期 

(回数) 

備

考 

Ａ 

青 少 年

活 動 を

支 援 す

る事業 

あ： 

施設の

貸与 

施設・設備貸出 

事業 

施設の安全性、利便性を高めるとともに、利用団体の
活動目的や特性を配慮し、プログラムをサポートします。 

(1) オンラインを含めた事前相談における丁寧な対応、柔 
軟なコーディネート 

(2)設備・備品やアメニティの充実 
(3)体験活動に役立つ情報（気象・服装等）や動画配信 
による施設利用方法の発信 

(4)利用者の声に基づく利用方法等の改善 

(1)通年 

(2)通年 

(3)通年 

(4)12～2月 

 

利用促進事業 

多くの青少年や青少年指導者に活動や研修の機会を提
供するため、幅広いプロモーション活動によって施設の
活用しやすさを広く周知します。 
(1) ＳＮＳ、動画配信を活用した広報 
(2) 少人数向け事業の実施【拡充】 

(1)通年 

(2)年２回 
 

お： 

調査、 

資料収集 

体験プログラム 

の調査研究 

多様化する青少年のニーズやwithコロナでの効果的な

体験プログラムを提供するため、体験プログラム実施及

び事業参加者を対象にアンケート調査を実施するほか、

他施設の実施事例収集や調査を行い、体験プログラムの

検証及び改善を図ります。 

通年  

Ｂ 

青 少 年

を 支 え

る 人 材

を 育 成

す る 事

業 

い 

講座セ

ミナー 

育成 

青少年指導者・ 

育成者研修 

青少年育成に関わる指導者・育成者の支援を目的とし

た実践的な講習会・体験会の実施 

 (1)オンラインを含む講習会の実施 

 (2)プログラム体験会の実施 

(1)１回 

(2)２回 
 

ボランティアの

養成 

ボランティア活動機会の提供を通じて、体験活動の場
の提供及び活動の支援を行うとともに、体験活動を支え
る人材を養成します。 
(1)青少年ボランティア（中学生含む）の養成【拡充】 
(2)社会人ボランティアの養成 

(1)(2)通年  

地域人材の育成 

青少年育成に携わる人材を発掘・活用し、体験プログ

ラムや事業を通じて人材を育成します。 
（1）研修センター主催事業における市民活動団体との連

携・コーディネート 
（2）地域住民のボランティア活動の受入及び、活動等の

支援。 

(1)(2)通年  

Ｃ： 

青 少 年

に 体 験

機 会 や

活 動 の

場 を 提

供 す る

事業 

 

 

う： 

体験活

動等 

体験プログラム

の提供 

青少年に生命や自然を大切にする心、他者を思いやる
心、社会性・規範意識などを育てる体験機会を団体・学
校に提供します。 
(1)施設特性・自然環境を活かしたプログラムの提供 
(2)出張体験プログラムの提供【拡充】 

(1)通年 

(2)下半期 
 

地域資源との協

働事業の実施 

学校・青少年育成団体・支援機関等と連携し、すべて
の青少年に豊かな体験活動の機会を提供します。 
(1) 地域活動団体や企業等との連携事業の実施 
(2) 学校・青少年育成団体等との連携事業の実施 

(1)(2)各1回  

体験教室の実施 

初めてのことに挑戦する力、実践する力を身につける
等、青少年の成長につなげる、個人で参加できる教室を
実施します。 
(1) 自然体験教室 
(2) 創作体験教室 
(3) 宿泊体験事業 

(1)４回 

(2)２回 

(3)２回 

 

自然環境保全事

業 

貴重な自然環境を守り、かつ青少年が安全に活動でき
る場を確保するため、地域団体などと協働・連携して海
浜清掃を行ない自然保護に取り組みます。 
(1) オールクリーン野島ビーチ 
(2) 平潟湾クリーンアップ 

(1) ４回 

(2) １回 
 

困難を抱える青

少年のための体

験活動支援 

困難を抱える青少年がコミュニケーション能力の向上
や自信回復を図れるよう、生活体験や集団活動の機会を
他団体と連携して提供します。 
(1)不登校児童生徒の宿泊体験 
(2)障がいのある児童生徒の体験活動の支援 
(3)寄り添い型生活支援事業とつながる児童生徒の宿泊体験 
(4)外国につながる児童生徒の体験活動の支援【再開】 

(1)９月 

(2)11月 

(3)下半期 

(4)10月 

 

地域交流事業 

施設の活動及び青少年育成活動への理解を深めてもら
うため、事業連携を通じて近隣地域との交流を深めます。 
(1)地域住民と連携した事業の実施 
(2)地域住民との情報交換会の実施 
(3)地域や地域のNPO団体と連携した防災の取組み 
(4)地域交流イベントの実施 

(1)通年 

(2)年２回 

(3)通年 

(4)３月 

 



（指定管理者が記入する様式）

収入の部 （税込、単位：円）
当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

81,113,000 81,113,000 81,113,000 横浜市

13,814,000 13,814,000 13,814,000
4,965,000 4,965,000 4,965,000

0 0 0
400,000 0 400,000 0 400,000

印刷代 20,000 20,000 20,000
自動販売機手数料 300,000 300,000 300,000 自販機、売店賃料、電気料金含む

駐車場利用料収入 0 0 0
その他（ランドリー収入） 80,000 80,000 80,000

100,292,000 0 100,292,000 0 100,292,000
支出の部

当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

39,340,000 0 39,340,000 0 39,340,000
32,251,000 32,251,000 32,251,000
4,127,000 4,127,000 4,127,000
1,100,000 1,100,000 1,100,000

70,000 70,000 70,000
42,000 42,000 42,000

1,750,000 1,750,000 1,750,000
2,060,000 0 2,060,000 0 2,060,000

100,000 100,000 100,000
1,000,000 1,000,000 1,000,000 利用者用トイレットペーパー、洗剤、蛍光灯等の施設管理消耗品を含む

20,000 20,000 20,000
50,000 50,000 50,000

150,000 150,000 150,000
300,000 0 300,000 0 300,000

横浜市への支払分 300,000 300,000 300,000 目的外使用料

その他 0 0 0
30,000 30,000 30,000
10,000 10,000 10,000

200,000 200,000 200,000
20,000 20,000 20,000
30,000 30,000 30,000

150,000 150,000 150,000 コピー機リース料

0 0 0
0 0 0

4,600,000 0 4,600,000 0 4,600,000
4,500,000 4,500,000 4,500,000

100,000 100,000 100,000
50,022,000 0 50,022,000 0 50,022,000
15,100,000 0 15,100,000 0 15,100,000 光熱水費増と工事に伴う制限を反映

電気料金 6,800,000 6,800,000 6,800,000
ガス料金 5,000,000 5,000,000 5,000,000
水道料金 3,300,000 3,300,000 3,300,000

12,368,000 12,368,000 12,368,000
1,500,000 1,500,000 1,500,000

204,000 204,000 204,000
13,800,000 0 13,800,000 0 13,800,000

空調衛生設備保守 3,014,000 3,014,000 3,014,000
消防設備保守 260,000 260,000 260,000
電気設備保守 5,760,000 5,760,000 5,760,000
害虫駆除清掃保守 210,000 210,000 210,000
駐車場設備保全費 0 0 0
その他保全費 4,285,883 4,285,883 4,285,883 ボイラー、自家発電、ろ過器、冷水器、中央監視盤、エレベーター　ほか

7,050,000 7,050,000 7,050,000 ゴミ処理委託、リネン、マット交換　ほか

3,000,000 0 3,000,000 0 3,000,000
0 0 0

3,000,000 3,000,000 3,000,000
0 0 0
0 0 0

1,270,000 0 1,270,000 0 1,270,000
270,000 270,000 270,000

1,000,000 1,000,000 1,000,000 社労士、税理士謝金、会計システム保守委託費

0 0 0
100,292,000 0 100,292,000 0 100,292,000

0 0 0 0 0

0
0

0 0

0
0

0 0

管理許可・目的外使用許可収入
管理許可・目的外使用許可支出
管理許可・目的外使用許可収支

ニーズ対応費
支出合計

差引

自主事業費収入
自主事業費支出
自主事業収支

その他（　　　　　）
事務経費　（計算根拠を説明欄に記
本部分
当該施設分

事業所税
消費税
印紙税

共益費
公租公課

設備保全費
機械警備費

清掃費
修繕費

自主事業費
管理費
光熱水費

事業費
自主事業（指定管理料充当の自主事業）費

地域協力費

リース料
振込手数料

手数料

施設賠償責任保険
職員等研修費

備品購入費
図書購入費

通信費
使用料及び賃借料

会議賄い費
印刷製本費

旅費
消耗品費

事務費

勤労者福祉共済掛金
退職給付引当金繰入額

社会保険料
通勤手当
健康診断費

人件費
給与・賃金

収入合計

科目

自主事業収入
雑入

利用料金収入
自主事業（指定管理料充当の自主事業）収入

2023年度　「野島青少年研修センター」　収支予算書及び報告書

科目

指定管理料



2023年度横浜市野島青少年研修センター資金計画書

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計

人件費 給与・賃金 2,150,000 2,150,000 4,301,000 2,150,000 2,150,000 2,150,000 2,150,000 2,150,000 6,450,000 2,150,000 2,150,000 2,150,000 32,251,000

社会保険料 275,100 275,100 550,700 275,100 275,100 275,100 275,100 275,100 825,300 275,100 275,100 275,100 4,127,000

39,340,000 通勤手当 550,000 550,000 1,100,000

その他 124,100 124,100 248,700 124,100 124,100 324,100 144,100 124,100 152,300 124,100 124,100 124,100 1,862,000

事務費 旅費 10,000 0 20,000 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000 10,000 0 0 10,000 100,000

2,060,000 需用費 118,600 119,000 117,000 128,600 79,300 138,600 108,600 50,000 50,000 50,000 50,300 100,000 1,110,000

役務費 212,000 13,500 12,500 12,500 12,500 12,500 12,500 12,500 12,500 12,000 13,000 12,000 350,000

使用料及び賃借料 300,000 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 300,000

その他 20,000 17,000 17,000 17,000 20,000 18,000 16,000 15,000 15,000 15,000 15,000 15,000 200,000

事業費 自主事業費（指） 250,000 525,000 525,000 525,000 525,000 550,000 425,000 225,000 250,000 200,000 200,000 300,000 4,500,000

4,600,000 自主事業費 50,000 50,000 100,000

管理費 光熱水費 900,000 1,000,000 1,800,000 2,000,000 1,900,000 2,000,000 1,500,000 900,000 800,000 700,000 700,000 900,000 15,100,000

50,022,000 清掃費 750,000 800,000 1,300,000 1,450,000 1,450,000 1,400,000 1,230,000 858,000 800,000 740,000 740,000 850,000 12,368,000

修繕費 100,000 100,000 300,000 100,000 50,000 100,000 200,000 200,000 50,000 50,000 50,000 200,000 1,500,000

機械警備費 17,000 17,000 17,000 17,000 17,000 17,000 17,000 17,000 17,000 17,000 17,000 17,000 204,000

設備保全費 1,150,000 1,150,000 1,150,000 1,150,000 1,150,000 1,150,000 1,150,000 1,150,000 1,150,000 1,150,000 1,150,000 1,150,000 13,800,000

共益費 587,500 587,500 587,500 587,500 587,500 587,500 587,500 587,500 587,500 587,500 587,500 587,500 7,050,000

　　公租公課 250,000 250,000 250,000 250,000 250,000 250,000 250,000 250,000 250,000 250,000 250,000 250,000 3,000,000

事務経費 80,000 80,000 80,000 158,000 158,000 158,000 80,000 80,000 80,000 79,000 79,000 158,000 1,270,000

支出合計（ア） 7,844,300 7,208,200 11,326,400 8,954,800 8,808,500 9,140,800 8,705,800 6,904,200 11,499,600 6,399,700 6,401,000 7,098,700 100,292,000

6,403,400 5,655,600 9,541,000 6,483,000 6,269,000 6,335,000 6,594,000 5,911,000 10,521,000 5,800,000 5,800,000 5,800,000 81,113,000

909,100 1,033,100 1,062,800 1,689,000 1,906,700 2,143,200 1,634,200 761,400 746,800 552,000 550,000 825,700 13,814,000

529,800 517,500 719,600 779,800 629,800 659,600 474,600 229,800 229,800 45,700 49,000 100,000 4,965,000

0

雑入 2,000 2,000 3,000 3,000 3,000 3,000 3,000 2,000 2,000 2,000 2,000 373,000 400,000

7,844,300 7,208,200 11,326,400 8,954,800 8,808,500 9,140,800 8,705,800 6,904,200 11,499,600 6,399,700 6,401,000 7,098,700 100,292,000

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

予算総額 100,292,000

差引残高（イーア＋前月残高）

月

指定管理料

利用料金収入

自主事業収入（指定管理）

自主事業

収入合計（イ）



2023施設の長期保全更新計画案 施設名：横浜市野島青少年研修センター

実施年度
2023年度以降

1 食堂ファンコイル３台故障(全12台） 運営全般に支障 ◎物品不足のため見積取れず
2 厨房給気ファン改修工事２台故障(全4台) 厨房給排気問題 300万
3 B1配管断熱材劣化による天井のしみ カビ発生等の問題 200万
4 非常用ディーゼル発電機改修 防災対策 250万
5 膨張タンク(２台交換)風呂と給湯 運営全般に支障 ◎ 80万
6 全館LED化工事(蛍光灯生産終了) 市調査済み 300万
7 客室バルコニーシート張替工事 市実施予定 ◎
8 屋上防水層張替工事 市実施予定 ◎
9 ビジターホール天井工事等(ガラスフィルム含む) 市実施予定 ◎
10 屋外倉庫ドア交換修繕 避難経路の安全 100万
11 雨水ポンプ交換 経年劣化 ◎ 30万
12 厨房流し台修繕又は交換6台（＠40万） 経年劣化 240万
13 電気室　斜流ファン交換 経年劣化
14 B1女子トイレファン交換 経年劣化
15 浴場タイルヒビ・水漏れ・ダクト類劣化 経年劣化
16 正面玄関、他等タイル補修 経年劣化
17

№ 更新項目 内容 備考



 

2023年度 施設保守点検計画                 横浜市野島青少年研修センター 

 

（１）保守管理業務  

 

 ア 建築物の保守管理  

設備項目 機器及び設備の名称 点検種別 点検計画 

外部仕上げ 外壁、屋根、地面など 日常点検 毎日実施 

内部仕上げ 壁面、天井、床など 日常点検 毎日実施 

 ※点検内容：仕上げ材の浮き、ひび割れ、はがれ、かびの発生、美観の維持 

 

 イ 建築設備の保守管理  

設備項目 機器及び設備の名称 点検種別 協定書回数・頻度  点検計画 

空気調和 

  関連設備 

空気調和機 定期点検 月1回以上 12回 

全熱交換機 12回 

パッケージ型空調機 12回 

ヒートポンプエアコン 12回 

ファンコイルユニット 12回 

空調換気扇 12回 

その他ポンプ類 随時 

冷却塔 12回 

冷温水・冷却水ポンプ 12回 

送・排風機 12回 

電気関連設備 受変電設備 定期点検 週1回以上 毎週実施 

配線設備（幹線・分電盤等） 

負荷設備（制御盤・電動機等） 

負荷設備（照明・コンセント等） 

配線通信線路 

構内交換設備 

外灯設備 

自家発電設備 

給排水衛生設備 受水槽・高置水槽 定期点検 月1回以上 12回 

揚水ポンプ・加圧給水装置 12回 

給湯器・貯湯槽・熱交換器 12回 

衛生器具類 12回 

その他の 

 設備管理 

ガス設備 定期点検 月1回以上 監視装置にて

常時監視 

消防設備 月1回以上 12回 

自家用電気工作物 月1回以上 監視装置にて

常時監視 

中央監視装置  年2回以上 5月､11月 

濾過装置    年4回以上 ㋅､㋈､㋋､3月  

エレベータ設備 月1回以上 12回 

自動ドア設備  年3回以上 5月､9月､1月 



環境衛生管理 空気環境測定 定期点検 年6回以上 5月､7月､9月､

11月､1月､3月 

排ガス測定   年2回以上 5月､11月 

水質検査    年2回以上 7月､1月 

簡易専用水道検査  年1回以上 8月 

ねずみ・衛生害虫駆除  年2回以上 9月､3月 

ダニ及び害虫駆除 年1回以上 6月､9月､3月 

受水槽清掃  年1回以上 7月 

雑排水槽清掃 年2回以上 4月､10月 

汚水槽清掃   年2回以上 4月､10月 

浴槽レジオネラ菌属検査 年2回以上 8月､3月 

  

ウ 備品等の保守管理  

項目  協定の内容 計画  

備品の保守管理 施設の運用に支障をきたさないよう適正に管理する 日常管理で実施 

消耗品の管理 施設の運用に支障をきたさないよう適正に管理する 日常管理で実施 

 

（２）環境維持管理業務  

 

 ア 清掃業務 

項目  対象・範囲 協定書の回数 計画  

日常清掃業務 館内 1日1回以上 毎日1回以上実施 

公園及び側道 1日1回以上 毎日1回以上実施 

定期清掃業務 床清掃（洗浄・ワックス清

掃等） 

隔月月1回以上 

（夏休み期間を除く） 

6回 

その他の清掃業務 カーペット清掃 年1回以上  3月 

窓枠・窓ガラス清掃 年4回以上 6月、9月、12月、3月 

網戸清掃 年1回 11月 

厨房穴ステンレス及びタイ

ル壁面清掃 

年1回以上 11月 

照明器具及び給排気口清掃 年1回以上 10月、2月 

ブラインド清掃 年1回以上 9月 

厨房グリスフィルター清掃 年1回以上 5月、8月、11月、2月 

※11月～3月実施予定の大規模修繕の状況により日程変更あり 

  イ 保安警備業務  

項目  対象・範囲 協定の内容 計画  

有人警備 建物及び敷地内（9:00～17:00）  研修センター内の秩序を維

持し、火災等の災害や盗難、

破壊等の犯罪の発生を警戒、

防止し、来所者の安全をはか

り、財産の保全をはかる。 

開館日に実施 

宿直警備 宿直日（17:00～翌9:00） 宿泊利用日に実施 

機械警備 非宿直日（17:00～翌9:00） 非宿泊日に実施 
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